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京都市都市計画マスタープランでは、土地利用の方針を右図のよう
に定めています。
今回の法改正に対応するとともに、以下の視点で抽出した地区につ

いて用途地域と高度地区の見直しを行います。

①『商業・業務地区の形成』
京都市都市計画マスタープランにおける土地利用の方針として『商

業・業務地区』に位置付けており、かつ、道路や駅、駅前広場等の都市
基盤の整備が行われた「御池通沿道」、及び「四条通沿道」地区について、
用途地域等を変更し、土地利用の方針にふさわしい建物の誘導を図り
ます。

②鉄道駅周辺の地域拠点の形成
鉄道駅周辺で、道路や駅、駅前広場等の基盤の整備が行われた「JR

嵯峨嵐山駅南側」地区について、用途地域等を変更し、地域拠点とし
て業務・サービス機能の集約を進めます。

法改正に対応するとともに、都市計画マスタープランにおける土地利用の方針や都市基盤
整備の状況に応じて、用途地域と高度地区の見直しを行う箇所は、以下の３箇所です。
なお、現在の用途地域等の都市計画情報については、京都市役所のホームページでも検索

できます。（http://www5.city.kyoto.jp/tokeimap/）

法改正に伴い用途制限が強化される地域及び今回見直しを行う3箇所の位置は、次のとおりです。

都市計画マスタープランにおける土地利用方針及び用途地域等見直しのポイント用途地域等の見直し素案（見直し箇所の概要について）
～市民の皆様のご意見を募集します～

用途地域等の見直し素案
～市民の皆様のご意見を募集します～

現在の用途地域等の内容
見直し素案の内容
見直し範囲

［現行］

《現行》
用途地域：準工業地域
建ぺい率： 60%
容積率　：300%（道路端から25m内路線指定）

200%（道路端から25m外）
高度地区：20m第4種高度地区（道路端から25m内路線指定）

20m第3種高度地区（道路端から25m外）

［見直し素案］

《見直し素案》
用途地域：商業地域（道路端から30ｍ内路線指定）
建ぺい率： 80%（道路端から30ｍ内路線指定）
容積率　：300%（道路端から30m内路線指定）

高度地区：20m第4種高度地区（道路端から30m内路線指定）

・御池通沿道の西大路通から七本松通間については、都市計画マスタープランにおいて『商業・業務地区』と位置付けています。
・東西都市軸の一つである御池通の拡幅整備が完成しました。
・二条駅の拠点整備についてもほぼ完成しています。
⇒以上により『商業・業務地区』にふさわしい土地利用を誘導するために、用途地域と高度地区を見直します。

1．御池通沿道（西大路通～七本松通）

［現行］

《現行》
用途地域：第1種中高層住居専用地域
建ぺい率： 60%
容積率　：200%
高度地区：15m第1種高度地区

［見直し素案］

《見直し素案》
用途地域：近隣商業地域
建ぺい率： 80%
容積率　：200%
高度地区：15m第３種高度地区

・JR嵯峨野線花園駅から嵯峨嵐山駅までの複線高架化事業が現在進行中です。
・それに伴いJR嵯峨嵐山駅において駅の橋上化や南北を結ぶ自由通路が完成し、また、北側駅前広場の整備も平成20年度完成予定です。
⇒以上により、鉄道駅周辺の地域拠点として業務・サービス機能の集約を進めるために、JR嵯峨嵐山駅南側の用途地域と高度地区を見直します。

3．JR嵯峨嵐山駅南側

［現行］

《①の現行》
用途地域：準工業地域
建ぺい率： 60%
容積率　：300%（道路端から25m内路線指定）

200%（道路端から25m外）
高度地区：20m第4種高度地区（道路端から25m内路線指定）

20m第3種高度地区（道路端から25m外）

《②の現行》
用途地域：工業地域
建ぺい率： 60%
容積率　：300%（道路端から25m内路線指定）

200%（道路端から25m外）
高度地区：20m第5種高度地区

［見直し素案］

《見直し素案》
用途地域：商業地域(道路端から30ｍ内路線指定)

建ぺい率： 80%(道路端から30ｍ内路線指定)
容積率　：300%(道路端から30m内路線指定)

高度地区：20m第4種高度地区(道路端から30m内路線指定)

・四条通沿道の堤野大路通から西小路通間については、都市計画マスタープランにおいて『商業・業務地区』に位置付けています。
・南北都市軸の一つである堤野大路通の四条通から御池通間の整備が完成しました。
⇒以上により『商業・業務地区』としての商業サービス機能の更なる充実を図るために、用途地域と高度地区を見直します。

2．四条通沿道（堤野大路通～西小路通）

3．JR嵯峨嵐山駅南側

1．御池通沿道
（西大路通～七本松通）

2．四条通沿道
（堤野大路通～西小路通）

凡　例

第二種住居地域

準住居地域

工業地域

用途地域等の見
直し素案の箇所

※着色部分は大規模集客施設の
立地制限が強化される地区を
示しています。
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